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背景と利用目的 

フッ素樹脂の粒子は、その特異的な性質により、電子顕微鏡で観察すると

少しずつ分解するため、ポリマー構造そのものを観察できない。その特性を

発揮する構造を観察できることは非常に重要であり、大きな課題であった。

今回、粒子を直接観察できれば、その構造と機能発現のメカニズムの解明が

でき、また今後のポリマー設計に反映させることもでき、工業的にも有用な

データになると考える。 

実験・解析方法 

  試料に用いたフッ素樹脂は粒子が凝集した粉末であり、そのままでは軟 X線

観察はできない。水を加えフッ素樹脂に応力をかけ、得られた水相を乾燥させ

ることにより、フッ素樹脂が粒子状に分散された状態で軟 X線観察ができた。

フッ素の軟 X線 K-吸収端 を考慮し、その差画像の吸光度より構造解析を行っ

た。 
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成果の概要 

 フッ素樹脂の粒子を観察することができ、直径は 140～280nmの粒子が含まれ

ていた。測定を行った粒子内部の構造の違いについて、差画像より把握するの

は難しかった。フッ素樹脂の構造が像の分解能よりも小さいスケールで異なる

と推測される。 

 

社会、経済への波及効果の見通し 

 フッ素樹脂の粒子の内部構造について、違いを把握することは難しいが、

粒子の全体像など、よりマクロなスケールでの観察に軟 X 線顕微鏡は有効と

考える。 

 


